
様式第１号 

平成31年度 学校経営計画書 
 

学校番号 40 学 校 名 県立科学技術高等学校 全日制 校 長 名 遠藤 克則 

 

１ 目指す学校像 

(1) 教育目標 

「ものづくりを通して、未来を切り拓く感性と創造力を培い、社会に貢献できる科学技術のスペ

シャリストを育成する」を基本理念に、学校生活が活気に満ち、保護者、地域はもとより、県内外

から信頼され、期待される学校として、以下のような人材を育成する学校を目指す。 

  ① 実践的技術を持ち、理工分野において高度な技術・研究開発に取り組むことができる人材 

  ② 生産工程等の改善・設計・開発に積極的に取り組むことができる人材 

  ③ 柔軟な発想を持ち、将来、起業しようとする意欲のある人材 

(2) 目標具現化の柱 

上記のような人材に必要な能力を創造力、課題解決能力及び人間力と捉え、これらの能力の育成

に重点を置く。 

   ア 創造力の育成 

豊富な知識と優れた技能、豊かな教養を身に付け、新たな価値の創造に挑戦する力を育成す

る（①）。 

   イ 課題解決能力の育成 

課題に立ち向かう姿勢と忍耐力を身に付け、その解決に向けて工夫・改善する力を育成する

（②）。 

   ウ 人間力の育成 

国際的な視点を持ち、多様な人々と協働しながら主体的に判断し、社会に貢献する力を育成

する（③）。 

   エ 教育環境の改善 

教育の質を確保するとともに、業務の適正化を図る観点から、教育課程の研究や特別支援教

育体制の確立、教職員研修の推進、施設・設備の整備等に取り組む。 
 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 
担当 
部署 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

日常の学習習慣を定

着させる。 

学習指導要領の趣旨等を踏ま

え、授業改善に取り組む。 

・授業に主体的に取り組んでい

ると答える生徒80％以上 

・授業の内容がよく分かると回

答する生徒80％以上 

・教員は授業を大切にするとと

もに、分かりやすい授業を行お

うと努めていると答える保護

者70％以上 

教務 

学年 

教科 

１日10時間､学習と部活動への

集中した取組を促す。 

・10時間達成60％以上 

・学習と部活動が両立できてい

ると答える生徒70％以上 

教養力テストを継続する。 ・教養力テストの実施 

  

・手帳等を活用し、学校内外の

活動を記録している生徒100％

（１、２年生） 
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ア 

個々の生徒のニーズ

に対応した進路指導

体制を確立する。 

 

 

 

 

学年、教科等が連携し､３年間を 

見通した指導体制を確立、堅持

する。 

 

長期休業等を活用した課外補講

を継続する。 

 

 

 

 

・自分の将来に対する夢や希望

を持っていると答える生徒

60％以上 

・信頼できる先生がいると答え

る生徒70％以上 

・きめ細やかで適切な進路指導

が成されていると答える保護

者70％以上 

・国公立大学合格者50人以上 

・就職内定率100％ 

進路 

学年 

教科 

部活動を効率的に実

施する。 

部活動の合理的・効果的な活動

方法について研究し、実践する。 

・部活動に参加している生徒

70％以上 

・学校が楽しいと答える生徒

80％以上 

・部活動ガイドライン等を踏ま

え、適切な指導ができたと答え

る教員80％以上 

生徒 

全体 

生徒主体の活動を推

進する。 

生徒会が運営の中心となった取

り組みを促す。 

・生徒会が企画した事業の実施 

年２回以上 

イ 

探究的な教育活動を

推進する。 

課題研究への主体的な取組を促

すとともに、ＳＴＥＭ教育等、

教科横断的な実施について研究

する。 

・大学等と連携し、全学科で実

施 

学科 

専門分野の能力を向

上させるとともに、必

要な資質を育む。 

学科に関連する部活動を活発化

させ、コンクールや各種競技大

会への参加を推進する。 

・全国大会出場､全国規模のコ

ンクール等の入賞 

国家資格等の高度な資格に積極

的に挑戦させる。 
・受験者数及び合格者数の増加 

職業人に求められる倫理観を育

む。 

・全学科で技術者倫理に関する

指導を行う。 

特別支援学校と交流する。 
・障がいに配慮した教材を製作

し、寄贈する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 

グローバル化への対

応と国際理解教育を

推進する。 

希望者による海外研修を実施し

たり、校外の海外派遣事業の活

用を推進したりする。 

・充実した研修ができたと答え

る生徒100％ 

・海外渡航者数 15人以上 
国際化 

推進 

英語 

英語に関する検定の受験を促

す。 

・英語検定等の受験者数の増加 

・ＣＥＦＲ Ｂ１及びＡ２レベ

ルの生徒数の増加 

海外の高校との交流を推進す

る。 

・海外姉妹校との交流（派遣、

受入れ）の実施 

 

 

 

 

持続可能な社会の一

員としての素養を育

成する。 

登校指導や部活動、ホームルー

ム活動等において､あいさつ運

動を推進する。 

・挨拶がしっかりとできている

と答える生徒95％以上 

・身だしなみがしっかりできて

いると答える生徒95％以上 

・スマートフォン・携帯電話は

適切に利用していると答える

生徒90％以上 

生徒 

学年 授業や学校行事等､教育活動の

あらゆる場面を通して､規範意

識を醸成する。 
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本に親しみ､図書館を利用する

生徒を増やす。 

・生徒一人当たりの年平均貸出

冊数 ２冊以上 

・図書館来館者数延べ8,000人

以上 

図書 

インターンシップ、保育介護体験

実習の状況を分析し、改善・充実

に取り組む。 

・参加した生徒の満足度80％以

上 

委員会 

学年 

資源の大切さを意識させるとと

もに､３Ｓ活動を推進する。 

・３Ｓの意味を理解し、積極的

に取り組んでいると答える生

徒90％以上 

生徒 

学年 

環境防災 交通安全や防災に対する意識を

醸成する。 

・交通ルールの遵守に心掛けて

いると答える生徒95％以上 

エ 

カリキュラム・マネジ

メントを推進する。 

高大接続と新しい学習指導要領

に関する研究を深める。 

・移行措置等を踏まえ、教育課

程を変更する。 

教務 

教科 

特別支援教育体制を

確立する。 

困り感のある生徒を早期に発見

し、保健室、教育相談課、学年等

が連携した支援を行う。 

・教育相談だよりを月１回以上

発行 

・１年生全員を対象にしたカウ

ンセリングを実施 

・個別の指導計画及び支援計画

の作成 

保健 

教育相談 

教職員の資質・能力の

向上を支援する。 

各種研修会や研究会での成果の

還元を促す。 

・研修の成果を授業改善や学校

運営に役立てた教員90％以上 

・授業参観した教員90％以上 
研修 

全体 
授業改善への意識を啓発し、実

効的に推進する。 

・授業力自己診断の実施 

・多様な測定ツールを用いてＰ

ＤＣＡサイクルによる授業改

善に取り組んだ教員100％ 

ＩＣＴ機器の整備を推進する。 
・日常的に授業でＩＣＴ機器を

活用した教員60％以上 

研修 

情報管理 

教職員のメンタルヘ

ルスの増進及びコン

プライアンスの徹底

を図る。 

メンタルへルス及びコンプライ

アンスに対する意識を醸成す

る。 

・メンタルヘルス及びコンプラ

イアンスに関する研修の実施

１回以上 

委員会 

研修 

学校教育活動に関す

る広報を充実する。 

ホームページを積極的に更新す

る。 
・週４回以上更新 総務 

ものづくり教室の実施や校外で

のイベント等への参加を推進す

る。 

・各学科で実施 学科 

校務の円滑、かつ適切

な実施を推進する。 

校務で使用する文書･名簿等を

共用使用きるよう整理する。 

・全員の職員が校務で共有サー

バーを使用する。 
情報管理 

業務改善に対する意識を啓発

し、積極的に取り組む。 

・業務改善提案を募る。 

・勤務時間が減少したと答える

教員50％以上 

・「生徒と向き合う時間」や「授

業準備時間」が増えたと感じ

る教員50％以上 

全体 

施設・設備の整備、省エネ・省

資源への取組を進める。 

・点検の日を設け､ＰＦＩ担当

者との点検月１回以上実施 

･コスト意識を醸成し､消費電

力量を削減 

事務 

 


